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　高知県下の淡水魚類については昭和９年(1934) 6月楽水会誌第29巻，第６号に「土佐の淡水魚」
として報告した，その後昭和18年(1943) 2月「土佐の博物」という雑誌（現在は発行しない）に
「土佐の河川の魚類」と題して発表した．
　河川には純粋の淡水魚の外に内湾や，外海から潮って来るものも多く，それらの中には淡水区域
に棲むことの出来る魚も多いので，ここではこれらの全部を含め　１．純粋の淡水魚　２．県外か
らの移殖魚　･3.内湾魚の川を潮るもの　４．外海の魚の川に侵入するものの４項目に分けて述べ
ることとする．
　淡水魚は世界に千数百種知られていて，最も種類の多いのはコイ科のものであって，世界中到る
処に分布している．高知県には大きい川がないため，本州や大陸にくらべて川の魚の種類は少数で
あるが，やはりコイ科の魚が最も多い．方言は地名のないものは高知市付近での呼称である．
I｡純粋の淡水魚
　　　　　　　　　　　　　Petromyzonidae　（ヤツメウナギ科）
1.Ｅ＾Ｕｏｓｐｈｅｎｕｓｒeiｓｓｎｅｒi（ＤＩＢｏｗsＫＹ）（スナヤツメ）　　ヤツメ（本山，越知）
　17 cmに達する。この科の魚はウナギに似ているが，本当の魚類ではなくて，円口類といって魚
類よりは下等の部類に属するものであるが，普通には魚として魚学者が取扱っている。著しい特徴
は上下の顎がなくて，ロは円い吸盤状を呈している点てある。高知県では本山付近の吉野川に多い
もので, 4, 5月頃に熟卵を持っている。これが仁淀川の越知付近でも近年稀に見られるのは昭和元
年に越知の近くの黒岩の庄田川にオイカワ（本山のシラハエ）を移殖した際に一所にまじっていた
もののようである。
　分布：樺太，千島～南日本，朝鮮，シベリア
　　　　　　　　　　　　　　　　　Salmonidae　　（サケ科）
2.０ｎｃｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｒｈｏｄｕｒむＩＳ　Jordan& McGregor (アメノウオ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アメゴ，アメノウオ（山間部）
　海のマス（Ｏｎｃｏｒｈｙｉｉｃｈｕｓｍａｓｏｕ（ＢＲＥｖｏｏＲＴ））の陸封されたものである．海のマスも極め
て稀に高知県沖にも迷いこんで来ることがある．アメノウオl（ビワマス）は川の上流に棲み, 30cm
位のもので, 10, 11月に砂篠や，小石の間に産卵する．孵化後３～５年で成熟する．山間地方では
塩焼などとして賞味する．琵琶湖ではアメノウオ，ビワマス，マスと呼び，６月中旬から川を潮
り，11月中旬から産卵する.50 cm にも達するといわれる．
　分布：神奈川，山梨両県～四国，中国，九州
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　　　　　　　　　　　　　　　　　Plecoglossidae ’（アユ=科）．
３．Ｐ乙ｅｃｏがｏｓｓｕｓ　al£iｖeliｓＴＥＭＭＩＮＣＫ＆ＳＣＨＬＥＧＥＬ（アユ）▽　，アイ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll　I I･　3　　●旧くはサヶ科に入れられていた．川の上流で成長をとげ，生殖のために川を下る．高知市内の鎗
川では10月上旬から11月上旬にかけ，主に沈下橋の上手（南海大地震までは天神橋と沈下橋の間）
の指先又はこぶし大の小石のある，水深30cm位の浅瀬にういて卵を産みつける．
　受精の終った卵は普通には１週間もたつと仔魚が孵化するが,I’海に下って冬を越す．産卵後の親
の中には海に入り，又は河川の深淵にひそんで越年するものもあるが，大部分のものはその年，す
なわち，満１年で死んでしまう．実際産卵後はやせ衰えで，川の下流や，内湾をさまようている内
に漁獲されてしまう．よく投網にも色は黒ずみ，体はやせて細長く，全ぐアユの姿をしていないみ
すぼらしいものがかかる．越年するのは多くは郎であって，体はやや細長く，痩形で色も黒ずんで
いる．雄が一年で亡びるのは生殖巣が少しずつ熟し石,生殖慾が長く続くので，体力を消粍するか
らであり･これに反して･雌は卵の大部分かほとんぐ同特に熟して一度!こ放出するので√生殖慾が
長く続かず，従って体の疲労か少ないからだといわれている／．=　　卜
　仔魚は冬の海中ではもっぱら微細なプランクトシを食して生長し，翌年２～３月体長５ Ｃｍ位に
なると河口に集まって来る．この頃には一時犬歯が発達し食性は変って底棲の小動物をとるよう
になり，４月頃6, 7 cm位になり，犬歯が退化して板挑になるに及んで川を上りはじ.め，食性は又
変って珪藻のような微小植物となる．そうして，秋には川のよ流に達して成魚となる．　その頃には
歯は上顎の前方に６個だけ残って，他のものは膜質のオロシ状のも･のになる．舌も吸盤状になって
いて，木や岩に付いている珪藻類等をなめるのである．　’／
　鮎という字の起りは神功皇后が三韓（朝鮮）を征伐すられた時に，九州の博多の川で針を曲げて
釣針をつくり，米粒を餌として御裳の糸を抜いて釣糸とし，河中の石に立って釣をせられた．そし
て「朕は西に財国を求めんとする．若し事なるなら.は河東が釣をのめ」と祈願せられたときに釣れ
たのであるからといわれている．中国人はこの魚の香気が不快だといって食用に供しないし，台湾
でも現住民はあまり賞味しないようである．日本では古ぐか:ら食用魚として貴ばれ，卵巣の塩辛は
ウルカと称し，酒の肴として喜ばれる．大きいのは; 30cmに達する．
　分布：北海道石狩川～南日本，朝鮮，満州，中ぼ･．　　　く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Siluridae (ナマズ科）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1｀　FF1 1゛
Ｌ　Ｐａｒａｓilｕｒｕｓ　ａｓｏtｕｓ（ＬＩＮＮＯ（ナマズ）　　ナマズベこ般），
　川の下流の泥底の溝などにすみ，小魚や蛙などを貪食す藻.5ﾉ6月頃に青緑色の卵を水藻などに
粘着する．煮付，蒲焼として相当に美味であり，冬特吟味がよい丿普通には50cm位まで成長する
が，アジア大陸では1.5m以上のものが見られるそう/である．　　予
　分布：青森～南日本，満州，中国　　　　　　　ノ　，　　｀．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pagridae (デギ科）．‘　　レ
5 . Ｐｅｌtｅｏｈａｇｒｕｓｎ ｄｌｃゆｓ（ＳＡＵＶＡＧＥ）（ハゲギギ，ギギ）　　クグ（山間部）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　・　　　　Ｊ　　　”．吉野川の砂泥底の淵に棲んでいる．尾鰭か上下に裂けているので，他のナマズ類のものと容易に
区別することが出来る．鰭の韓に刺されると甚だしく痛む．主に’釣苔,して蒲焼にする.30 cm に達
するもので，６月頃に熟卵がある．　　　　　　　．　ﾉﾄ丿’，
　分布：茨城県涸沼～南日本，中国　　　　　　　　　　ニ’‾｀　ニヶ　，
6　.'ＬｉｏｂａｅｒｕｓｅｉｎｉＨＩＬＧＥＮＤＯＲＦ（アカザ）　　六白　　　　．,尚
　　　　　　　　　　　　　　　オコゼ（本山，豊永），ｽﾞヽリモ.ツ（高岡郡仁井田），ゴス（同郡東津野）
　　　　　　　　　　　高知県の淡水魚類について　　　（蒲原）　　　　　　　　９
　口服が４対あり，脂鰭が細長くて尾鰭と接続している，脊鰭及び胸鰭の韓に訓されると疼痛を感
ずる．四匡|の各河川の上流に多い10cm位の赤色の小魚で，昼は石の下などにひそみ，夜間に出て
小動物を追う．食用としての価値はほとんどない．６月頃に熟卵がある．
　分布：岩手，山形～南日本．朝鮮
　　　　　　　　　　　　　　　　　Cobitidae (ドジョオ科）
７．Miｓｇｕｒｎｕｓｆｏｓｓiliｓ(Linne) (ドジョオ）　ジョオ（一般）
　浅い汚水の泥底に棲み，よく泥の中にもぐる．宵の間の数時間は泥の上にすわってよく眠ってい
るので手掴みも出来る程である．食物としては泥と共に有機物を吸いこむ．この類は水中の酸素が
少なくなったり．空中に取リ出すと腸で空気呼吸をすることが出来る.6,7月が産卵期で，水草
に卵を粘着する．東京では美味のものとして，柳川鍋，蒲焼などにするのに，四国，九州では食用
としない．高知県ではウナギ釣の餌にするくらいが関の山である. 20cmに達する．
　分布：樺太～南日本，朝鮮，中国，欧州
８. Cobitiｓ£ａｅｎ･iaLiNNE(シマドジョオ）　　シマジョオ，ササジョオ
　水の清い湖沼，河川の砂底にすみ，小動物を捕食す-5. i2cm位の小魚で，５～６月に細流に上
って産卵する．これもほとんで食用としないが，ゴリ（チチブの幼魚）の中に混っていて一緒に食
べられることもあるし，松山などのように味噌汁の中に入れる地方もある．
　分布：青森～南日本，アジア，欧州
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cyprinidae (コイ科）
９．Ａｃｈｅｉｌｏｇｎａthｕｓｌａｎｃｅｏｌａtａ（ＴＥＭＭＩＮＣＫ＆ＳＣＨＬＥＧＥＬ）（ヤリタナゴ゛）
　高知県では四万十川だけから知られている．これによく似たタナゴ（Ａｃｈｅｉｌｏｅｎａtｈｕｓ ｆｎｏｒｉｏｋａｅ
ＪＯＲＤＡＮ＆ＴＨＯＭＰＳＯＮ）はいないようである．タナゴは□髪が短小であり，体側の青緑色の縦
走帯が顕著で，その先端部はほぼ脊鰭の起点下に達するのに，ヤリタナゴでは口頭が長く，体側の
縦帯は尾柄の側面に不顕著に存するだけである．産卵期は４～６月頃で，卵はマツカサガイのよう
な二枚貝の鰐腔内に産卵管を挿入して産みこまれる．
　分布：岩手，山形～南日本，朝鮮
10. Ｇｎａtｈｏｐｏｅｏｎ　ｅｌｏｎｅａtｕｓｅｌｏｎｇａtｕｓ（ＴＥＭＭＩＮＣＫ＆ＳＣＨＬＥＧＥＬ）（タモロコ）
　高知県では四万十川だけから知られている.10 cm 位の小魚で，体側に頗る淡い鉛青色の１縦走
帯かおる．永の清い浅い砂質底で，流れの淀んでいる河川か，池沼に傭み，よく水の中層を群泳し
ている．食餌は浮游性の甲殻類や，小形の水棲昆虫が主で，時には水草なども摂ることがある．
　分布：利根川，新潟～九州
11. Ｐｓｅｉtｄｏｅｏｂｉｏｅ＆ｏｃｉｎｕｓ（ＴＥＭＭＩＮＣＫ＆ＳＣＨＬＥＧＥＬ）（カマッカ）　　アサガラ（本山）
　本山の吉野川に多く，砂底に棲み，盛漁期は５，６月の熟卵をもつ,時期であって，主に引網で漁
獲する.25 cm に達し，相当に美味である．先年県の水産課が物部川，仁淀川に移殖したため，最
近ではこれ等の川で繁殖している．通常生後満３年で成熟し,’その孕卵数は10,000～20,000粒であ
る．産卵，習性は未詳であるが，琵琶湖では沿岸の砂底に産卵するとのことである．
　分布：北海道，青森を除く日本各地，朝鮮，満州
12. Pseud。忽功θΓα夕ａｒむどz　（ＴＥＭＭＩＮＣＫ＆ＳＣＨＬＥＧＥＬ）（モツゴ’）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モツゴ（一般），コツ（長岡郡介良），トンゴロ（五台山）
　10 cm 位の小魚で，小川の泥底に多い．産卵期は４，５月であるが，雄が雌より大きい．成熟卵
は淡黄色楕円形で，水温21～23°Ｃでは受精後５～７日で孵化する．産卵の時には雄は小石の表面
を鰭で清掃し，特異の求愛行為をもって多数の雌を誘いよせる．親魚は産卵放精後もその付近にい
10　　　　　　　　　高知大学学術研究報告　第10巻　･自然科学･Ｉ　第２号
　　　　　　　　　　　　-
て，卵を保護する習性かある．仔魚は満１年で成熟する，高知県ではほ.とんど食用としないで，鶏
の餌や，ウナギ釣の餌などにする．
　分布：茨城，新潟～朝鮮，満州，南支
ｎ，Ｔ元ｂｏｌｏｄｏｎ ｈａｋｏ，ｌｅｎｓiｓｈａｋｏｎｅｎｓiｓ(GiJNTHER) (ウグィ）　　イダ（一般）
　川の下流，内湾に多く, 4Ccmに達する．いつも水の中層を泳いでいて,・４，５月の産卵期には多
少川を潮って，砂啼に産卵する．生殖期には体側の下方に赤い縦帯が現われ，特に雄が美しくな
る．又コイ科のものに一般に見られるように雄には頭やμ体に追星を生ずる．塩焼などにするが．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｌ　　ｆ　ｄ　１　　･･不味である．　　　　　　　　　　　　　　　　　∧　／’
　分布：樺太，千島～南日本，朝鮮，満州
14，Ｍｏｒｏｃｏ ｓｔｅｉｎｄａｃｈｎｅｒi（ＳＡＵＶ八ＧＥ）（アブラバヤ）丿　ﾆ予ツゴ｀（本山，東津野，池川）
　川の上流に多いもので，18 cm にも達するものがあ右が，不味である．冷水を好むものであるか
ら下流には下ってこない．
　分布：青森～九州　　　　　　　　　　　　　　‥　　　　　　　　　　　　　　　　　　/
15. Zacごo platが･)US (TEMIヽ4INCK & SCHLEGEL)バ（オベカフト　シラハエ（本山）
　本山の吉野川に多い．この魚が近年高知市付近にも繁殖していて，在来のカワムツ（ノヽエ）より
も多い程である．これは昭和元年に田井の沢田久万古氏と黒岩の田岡正男氏とが共同で3,000尾の
これの稚魚を黒岩の庄田川に移殖したのか初めである，雄は雌よりも著しく大形であって，20 cm
にも達する，春夏の候に産卵し，雄はその時期には著.しく美しくな力，･又頭側や，鰭には追星が発
達する．平常でも雄は体高が高く，鰭も大形であやす←般把肥厚している．特に背鰭の肥厚伸長は
顕著である．生後満２～３年で成熟する．卵はほぽ球形で，水温25°－29°Ｃでは受精後50～卵時
間で孵化する．不味であるが，釣り易いので遊漁家を百ばすものである，
　分布：利根川，新潟～台湾，朝鮮，中国　　　　　　　　　　.，
16. Zａｃ.ｃｎ　tｅｉｎ川勧1Ck･I(TEMMINCK & SCHLEG!EIL）｀（カヴム.ツ）　　ハエ，ハヤ（一般）
　川の中流，下流に多く,5,6月頃が産卵期で，雄は雌より大きく，18 cm に達する．雄の脊鰭は
雌のものより大きく，背鰭も著しく肥厚して，細長いヘラ形になっている．成熟した雄には追星が
現われるか，雌にも小形の追星を生ずるものかある．生後満２～３年で成熟する．不味の魚であ
る．
　分布：静岡県，長野県～九州，朝鮮，中国　　　　　　　卜　　い
＼1. Ｃａｒａｓｓiｕｓｃａｒａｓｓiｕｓ(Linne) (フナ）　グフナ（一般）
　日本全国到る処の溝や川に普通のものであって．.東洋のものは．，Ｃａｒａｓｓiｕｓ　ａｕｒａはｓ（LlｘrヽJE)
の学名で欧州のものと別種にする学者もある．しかし形や，色合には変異が多く，習性も多少違っ
たものもある．普通にはキンブナとギンブナに分け，水の濁った所に前者が，清水の所に後者が多
い．高知市の久万川では体に黒い斑紋の散在してげる胡麻ブナが多く見られる．４～６月は産卵す
るが10cm足らずのものにも熟卵かおり，雄にくらべて雌が著しく多い. 30cmに達し，シュンは10
月から翌年の３月頃までで，俗に寒ブナといわれる．洗八雀焼に甘露煮などにするが，フナの洗
いはジストマにかかる危険があるので注意を要する．金魚は野生のフナから人為淘汰の結果生じた
品種である．コイとフナとの雑種は天然においても，
　分布：日本各地～アジア，欧州
又人為的Ｒﾆもつくることが出来る．
18. Cvかｒinｕｓ　ｃａ･rpioLiNNE (コイ）　コイ（丁般）　卜
　古来日本ではコイは小位で川魚の王であり，タイは大位で海魚の最上のものとした．日本で池で
この魚の養殖が行われたのは景行天皇の時代からだといわれていｰるが，経済的の見地からこれを養
ったのは徳川時代からのことで，それ以前は単に観貧のj目的に過ぎなかったのである．性質か温順
で，急流でない川や，池沼の泥地で群棲を好むもので.,’汐入りの所にも下る雑食性魚である. 5, 6,
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月が産卵期で，水藻の繁茂した浅い処に産卵する．それが数日‘で孵化し，満２年で45cm位となっ
て成熟する．色や斑紋に特に変化性が強く，ヒゴイは観賞用として広く池で養われている．今日で
は食用魚としても盛に養殖されていて，味噌汁（コイコク），刺身などにする．日本のものは普通
60 cm 位まで成長するか，中国では２ｍに達するものがあるといわれる．
　分布：北海道～南日本．アジア，欧州..米国へも移殖されている．
　　　　　　　　　　　　　　　　Cyprinodontidae (メダカ科）
V9.　Ｏりｚiaｓlatｉｐｅｓ（ＴＥＭＭＩＮＣＫ＆ＳＣＨＬＥＧＥＬ）（メダカ）’アビラ，アビラコ，アブラコ
　水の浅い小川や，池沼に棲むが，汐入の所でもよく繁殖する．色彩の変った品種かつくられてい
て，ヒメダカは愛玩用として一般に飼育されている．水温を18°～30°Ｃにして飼育すると年中産卵
する．この魚は放卵受精後の卵塊を肛門に付着したまま游いでいて，後にこれを水草などにくっつ
ける．水温20°～22°Ｃで約10日で孵化する．これか生活条件に恵まれると;生後1.5～2箇月目に
は産卵を初めるが，通常は生後約３箇月を経て砂熟する．外国のメダカ類はほとんど全部卵胎生で
あり，日本のメダカは１種であって，卵生であるのに稀にそれか卵胎生であることがあるのは面白
い現象である．メダカは発生の状態を調べたり，遺伝学研究の材料に使用せられる．雌が雄より大
きくて4. 5 cmに達し，腎鰭が雄にくらべて低い．雄の背鰭の後部には切れこみかおる．
　分布：青森～南日本，朝鮮，中国
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cottidae (カジカ科）
20. Ｃｏttｕｓ　kaｚika　＼ＯＲＤＡＮ＆.ＳＴＡＲＫs（カマキリ）　　カマキリ
　カジカによく似ているが，口蓋骨に歯かおり，鮒蓋前骨の辺縁に４鯨をもつ．腹鰭は１鯨４軟条
である.30 cm に及ぶものがあり，水の清い砂篠質の川の中流以上に棲み，冬の産卵期には河口付
近にまで下る．稚魚は一度海に下って一定の発育をして川を上る;福井県九頭竜川ではアラレガコ
オといい，これの料理は有名であって相当に美味である．ここでは産卵期前の11月下旬～12月下旬
の頃，腹を上にして流下して来るごそれは雨後の増水期などが好適で，通常は薄暮から10時頃まで
の間に行われる．生殖巣の成熟は12月下旬～１月頃で，産卵は河ロに近い半鹸水域で行われるよう
である．高知付近では１～３月が成熟期である．
　分布：山形県．東京～山口県　　　　　’
21. Cot£ｕｓｐｄｈエGtJNTHER (カジカ）　　　　　　，
　カマキリによく似ているが，鰐蓋前骨の辺縁の鯨は１個である．やや寒い水を好むので，余り川
の下流には下らない．産卵期は早春で，石の裏に卵塊を粘着する／雄が少な･くて，雌よりもやや大
きい.20 cm に達し，美味である．高知県では安芸市より東の川に古くからいることが先年土佐高
校教諭（当時安芸高校）永野亮三郎氏によって判明した．
　分布：北海道～九州
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Eleotridae (ドッコ科）
Ｕ，Ｏｄｏｎtobｕtiｓobｓｃｕｒａ（ＴＥＭＭＩＮＣＫ＆ＳＣＨＬＥＧＥＬ）･（ドンコ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴオッ，チチコ（高知市五台山，大正町）
　河川の中流以下に棲み，河口付近め半鹸水域に現われることもある，泥底,･砂底の別なく，群凄
しないで，単独にいることが多い. 30cmに達するものもあり，高知市付近での産卵期は４，５月で
あって，河底の砂諦上に産みつける．成魚はその卵及び仔魚を保護する習性かおる．煮付などにし
てやや美味である．
　分布：東京～南日本，朝鮮，満州，中国．東印度
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　　　　　　　　　-
11. Ｅｌｅｏtｒiｓがｓｏｎｉｓｏエｙｃｅｐｈ?ｕｓTEMMINCK & SCHL£GEL (カワアナゴ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アチゴ，アナゴオ．イシモチ（高知市五台山）
　河川の中流以下の淡水または半鹸水域にすみ，通常は流れの停滞し.た泥底を好む. 25cmに達し，
味はかなりよい．
　分布：群馬県～南日本，朝鮮，南中国，東印度　　，　フ.
　　　　　　　　　　　　　　　　Gobiidae (ハゼ科），･
24.Ｌｖｃｉｏｇｏｂｉｕｓｇμほほｓ Gill （ミミズハゼ）:ごﾃﾞ,タマヒシャゲ．ホトケゴ｀ﾘ（安芸市）
　川の下流の淡水または半値水域に棲み，砂諦底の,’河流の瀬立つような処に特に多い,．また近海
の磯などにも現われることかある．頭が著しく縦扁した10cm位の小魚である．
　分布：北海道～九州，朝鮮
25.ｈｕｃｉｏｇｏｂｉｕｓ　ｐａｌｌｉｄｉｉｓRegan （イドミミズパゼ）
　ミミズハゼと同一種とも見られる．眼は小さくて,ﾚ友下に埋没している．体色は白い．掘抜井戸
から稀に得られる．　　　　　　　　　　　　　　　　．，ご
　分布：和歌山県，高知県，島根県などから採集されている．¨」，
２６．Gobiｕｓｓitniliｓ（ＧＩＬＬ）（ヨシノボリ）　　　‥　六丿
　　　　　　ゴリ（一般），ハゼ（須崎，田野），ヒッッ牛（沖ノ島），ミミック（柏島，沖ノ島）
　頭は縦扁して頭巾が広く，頬の筋肉が大いに発達してい.る．産卵期は６～７月で，河川や，湖沼
の岸近くの水底にある倒木，岩石などの表面に産卵する．雄は卵の孵化するまで，その近傍に停っ
てこれを保護する．雄は第１脊鰭の中央部の韓が著しく伸長している．生殖期の雄は顕著な婚咽色
を現わし，一体に黒っぽくなり，体側の各鱗の辺縁に見私れる朱紅色点は著しく鮮明になり，垂直
鰭の辺縁は檀黄色になる．普通河川，池溝，湖汐などあらゆる淡水域に出没し，殊に砂底で流水の
多少瀬立つような処を好んで集まる．また時には半似水の河口付近に下ることがある．通常10 cm
位まで成長するが，12 cm を超えることもある．　　’フ
　分布：北海道～南日本，朝鮮，満州，フィリピツ･　ニ
21.　Gobiｕｓ giｕｒinｕｓRUTTER （コ゛クラクハゼ）　　ゴリ　　ヽ，
　河川の中流以下の清澄な砂諦底を好んで棲み，･高知県では新庄川に多い．体はやや肥大し，僅か
に側扁し，頭は僅かに縦扁する.12 cm に達する.,. !’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　1J分布：秋田県八郎潟～南日本，台湾，朝鮮，南中国 パ
28. Gobiｕｓ laｖａｎtｃ‘ｕｓBleeker （ヒナハゼ）　ノ　∧
　昭和32年(1957) 4月土佐女子高校教諭北岡貞朗氏か高知市･内鏡川で数尾採集した．淡水にも半
鍼水域にも棲むようである. 4 cmたらずの小魚である．･し
　分布：駿河湾～印度，濠州，タスマニア　　　ソ　　・
29.Ｃ ｈａｅｎｏｇｏｂｖｕｓｕｒｏ£ａｅｎｉａｕｒｏｔａｅｎｉａ(Hilgendorf)よ（ウ,キゴ｀リ）　　コ凹
　河川，湖沼などあらゆる淡水区域に棲むが，あまり河川の上流にはいない．通常泥底の，流れの
淀んだ処を好み，冬期はやや深い枯葉の流れ溜っているような処で越冬する．生後１年で産卵し，
産卵期は５，６月頃で，卵は岸近くの水生植物の茎め表面などに産みつけられる.14 cm に及ぶも
のがある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　／
　分布：樺太～南日本，奄美，朝鮮，満州，中国
30. Ｃｈａｅｎｏｇｏｂｉｕｓａｎｎｕlaｒiｓ（ＧＩＬＬ）（ビリンジ）　二ゴ｀ﾘＩ　　　．．
　９Ｃｍ位の小魚で，河川の下流，池溝，湖沼など到る処め水域に棲み，半鹸水域の河口付近にも
下る．ウキゴリとの相違点は木種の成魚では眼隔の長さはほぼ眼径に等しいか，またはそれよりも
短いのに，ウキゴリでは通常阻径より大である．産卵期は４～７月々，卵は岸近くの水生植物の茎
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や，水中の倒木等の表面に産みつけられる．
　分布：樺太～南日本，琉球，朝鮮，浦塩
31. Siりdiｕｍ ｊａｐｏｎｉｃｕｉｎTanaka （ボオズゴリ，ボオズハゼ）　ゴリ
1ろ
　河川の中流以上の水の清い砂牒底の，渓流に好んで群棲している．吻部が円くふくらんでいる
雄の第１脊鰭の第４瞬は通常著しく糸状に延長している. 16.5cmに達するものがある．
　分布：関東地方～台湾，朝鮮
II.県外からの移殖魚
　　　　　　　　　　　　　　　　　Salmonidae (サケ科）
1.ＳａｌｍｏｓaiｒｄｎｅｒiiｒｉｄｅｕｓＧＩＢＢＯＮＳ（ニジマス）
　明治20年(1887)にアメリカのカリフォルニア州から日光の中禅寺湖と，福島県の猪苗代湖に輸
入して以来.東北，北海道では相当よく繁殖しているし，南日本の各地に移殖されている;マスと
異って体側に巾の広い赤色の虹のような１縦帯があり,背部には緑色の小さい斑紋があって美しい．
近年高知県にも放養され，大栃の永瀬ダムの貯水池などでは大きくなっている.60 cm に達するも
のである．県の水産課ではこれに近いカワマス(5a/・elinｕｓかｎｔinaliｓ（ＭＩＴＣＨＩＬＬ））も放流した
そうであるが，現在は絶えてしまったようである．これもアメリカの東岸に注ぐ川が原産地である．
　　　　　　　　　　　　　　　　Osmeridae (キュウリウオ科）
2. Hx夕ｏｍｅｓｕｓ　ol這心（ＰＡＬＬＡＳ）（ワカサギ）
　15 cm ｲ立の上品な魚で数年前から大栃に移殖せられて，現在はよく繁殖しているようである．ア
ユに縁の近い種であって，ベーリング海の沿岸から北日本一帯に分布し，南日本のものは移殖した
ものか多い．これの幼魚は海で育ち，親になると河川または湖沼に上る点はサケなどと同じ七ある
し，一年で成長して産卵と共に死ぬる点は年魚といわれるアユと同様である．しかし，陸封性が強
く，淡水に閉じこめられても平気で生活することが出来る．霞ヶ浦や宍道湖などの陸封型ワカサギ
は特に著名である．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cyprinidae (コイ科）
３. Ｃtｅｎｏｐｈａｒｙｎｇｏｄｏｎｉ ｅｌｌｕｓ（ＣＵＶＩＥＲ＆ＶＡＬＥＮＣＩＥＮＮＥＳ）（ソオギョ）
　中国の魚であって草魚と書く．第二次大戦中伊野町の池で飼育していたか，今ではその池は埋立
てられているし，恐らく高知県にはいないであろう．その名の示すように池の岸の草をむさぽり食
うもので，１日に自分の体重の五分の一にあたる量を摂る．コイよりも成長が早いし，それよりも
大きくなる．しかし，日本や台湾ではどのように長く飼育しても生殖器か成熟しない.
4. CypΓ加心皿やio LiNNE (ドイツゴイ）
　南ドイツで実用的価値という点で作られたコイの品種で，鏡鯉と革鯉かおり，日本に移殖された
のは明治37年(1904)だといわれている．･体に鱗がほとんどない．この鏡鯉が高岡郡の波介川にい
ることが昭和34年小関辰美氏からの寄贈によってわかった．何時，誰が入れたか，現在どの程度多
くいるかはわからない．
　　　　　　　　　　　　　　　　Poeciliidae (タップミンノオ科）
5　.Ｇａｍｂｕｓｉａａｆｆｉｎｉｓ（ＢＡＩＲＤ＆ＧＩＲＡＲＤ）（タップミンノオ）
　メダカの類であって，北米南部，メキシコか原産地である.’メダカよりは少し大きく，有機物の
多い浅い池や，沼を好んで棲み，繁殖力も強い．卵胎生で，ｔ腹の胎児数は20尾内外に達し，雄は
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腎鰭が著しく伸長して交尾器を形成している．雄が雌よりも著しくすくない．この魚は蚊の幼虫で
あるボオフ｀ﾗを好んで食うのでマラリア病の病原体を媒介すかヽタダラカの撲滅のために，最初明
治44年に台湾に移殖され，大正７，８年頃には台湾から琉球列島へ,さらに南日本の各地で繁殖する
ようになったものである,.高知県へも昭和６年５月須崎の水産試験場か,また第二次戦争中には資源
科学研究所の岡田弥一郎博士等が入れたが，冬を越すしとか出来ないで死滅してしま･つたらしい.
　　　　　　　　　　　　　　　　Osphronemidae (トウギお科）
6，Ｍａｃｒｏかｏｄｕｓｏｐｅｒｃｕlaｒ･iｓ（ＬＩＮＮ幻（タイワンキン,ギョ）.　Iフシンギョ（土佐市高岡）
　フナに似た７Ｃｍ位の小魚であるが，フナとは血縁の遠い魚である．明治30年頃土佐市高岡町の
某氏が中国から待ち帰ったもので，町の付近の池や，小川に野生に力っていたがご最近では農薬の
ために全滅したようである．この科の魚は琉球以南，中国方面にかなり種類の多いもので，何れも
その雄同志が喧嘩をすることや，産卵のために雄が水面上に空気め泡の巣をつくるので有名であ
る．雄は雌に産卵させた後はその巣の付近にいてこれを保誕ずる．この魚は泡をふく癖があるの
で，泡の有無懲いる場所がわかるし，巣があれば必ずそ彷下にはいるので産卵期には発見し易い．
また生きた雄をオトリに使っても捕えることが割合に容易である4，
　　　　　　　　　　　　　　　Channidae (タイワツドジ･iヨオ科）・
１，Ｃｈａｎｎｅｌａｒｇｕｓ（ＣＡＮＴＯＲ）（カムルチイ）　　ﾗ’ｲ　　う　丿
　頻魚（カムルチイ）は朝鮮名であって，中国では黒魚という．かなり古くから日本の各地の河川
で繁殖していて，高知県へは終戦後昭和21年に大阪から高知市中新町へ引き揚げて来た故久武貞喜
氏が高知市下地の角池に６尾放流したのが初めである／その後次第に広がり，現在私の知っている
範囲では東は赤岡，西は蓮池，南は長浜にまで及んでい･る.ﾉこの魚は朝鮮では古来補血に効がある
といって産婦にはなくてはならないものとせられている･．大きさは･50cmもあり，外形が無気味な
上に毒蛇のマムシ（ハミ）の色彩を呈しているので，高知県のような魚心豊富な処分は食用として
は殆んど顧られない．それでも害がなければ結構であるｼが，　この魚は甚だどう猛であって，他の魚
を暴食するし，これの肉を生で食べると顎口虫という寄生虫に犯かされる危険がある．
　一体に淡水魚を移殖する場合にはその魚の習性や，移殖される土地の魚類及びその土地の人の嗜
好の点等をよく調べた上でなくては必ずしもよい成績を挙げるこどは出来ないものである．吉野川
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|．　　　　　　|●のオイカワが高知市付近でよく繁殖しているが，この魚jはかなりどう猛であるので，在来のカワム
ツ（ハエ，ハヤ）は大いに減少したようである．これは両極共不味の魚であるから我慢が出来る
か，カムルチイは大きくもあるし，あらゆる淡水魚を貪食する‥大害魚七ある．それでもそのカムル
チイの利用価信の高いものであればよいとして，高知県七は殆んどこ灘を食用にする者はない．そ
うかといってこれの絶滅も仲々困難である．　　　　‾’　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４　１　１　　　　　　　　１魚ではないがザリガエも同様であって，高知市付近の田個や扉に，ものすごく多く繁殖してい
る．これも食用としては全然無価値のものとせられているのに稲の若芽をはさみ切り，田圃の畦に
穴をあけたりする大害虫である．　　　　　　　　　　　い
　満州や中国には淡水魚がさすがに豊富であり，岑らに川が大きいので海魚の川を測るものを合す
ると随分沢山の種に上ることと思われる．日本の淡水魚と同一種が中国方面に見られることも決し
て珍らしくはない．例えばナマズ，ハゲギギ，ドジ自オ,ノシタドジョオ，ウグイ，コイ，フナ，モ
ツゴ，カマッカ，オイカワ，カワムツ，メダカ，カワアナゴ,･ゴタラクハゼ等いずれも中国大陸に
も産する．，もちろん大陸のものは一体に体が大きくて，コイは2＼ｍにも達するものがあるし，ナマ
ズも日本のものの数倍に及ぶものがあるといわれてい岑√ただし漢字で中国の魚の記事を見る時に
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は指している種が日本のものとは全く別のものであることが少なくないので注意を要する．
　例えば鮎（日本ではアユで，ナマズ），瞳（日本ではヒガイというコイ科の魚であるが，中国で
はチョ.オザメに近い魚），鯖（日本ではサバで，コイに似た魚），触（日本ではスズ牛で，カジカ），
鱒（日本ではマスで，ウグイに近い魚），花唸（日本ではナマズで，ドジョオの類）等がある．
III.内湾魚の川を湖るもの
　高知市の中央にある浦戸湾内の純内湾魚は11種あり，これに就いては高知大学学術研究報告第７
巻，第13号（昭和33年）にのせた．すなわち，ヨオジウオ（ヨオジウオ科）,･ヒフキョオジ（同科），
サンゴダツ（同科），タゾノオトシゴ（同科），サヨリ（サヨリ科），マハゼ（ハゼ科），ウロハゼ
　（同科），アゴハゼ（同科），チチブ（同科），トビハゼ（同科），チワラスボ（同科）である．これ
等は何れも川の下流の半鹸水域に潮るもので，中にはチチブのように淡水域に達するものもある．
ＩＶ．外海の魚の川に侵入するもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　Elopidae (カライワシ科）　　　　　　　　　　　　　　　　　ご
＼　.Ｅｌｏｐｓ　ｎｉａｃｈｎａtａ（ＦＯＲｓＫＡＬ）（カライワシ）゛　カライワシ　　　　　‘･
　イワシに近い類で，１ｍに達するものがあるｙ脂瞼が大きく，眼の瞳孔を除いた殆んど全体をお
おっている．発生中に変態をするもので, Leptocephalus型の幼期を経て親になる．若魚は内湾
にもはいるし, 30 cm以上のものを汐入の池でも見ることがある．塩焼にして美味である．
　分布：茨城，富山～朝鮮，東印度，アフリカ，ハワイ
　　　　　　　　　　　　　　　　　Anguillidae (ウナギ・科）
2 . Ａｎｇ･?la　ｉａｐｏｎｉｃａＴＥＭＭＩＮＣＫ＆ＳＣＨＬＥＧＥＬ（ウナギ）　　ノヽリウナギ，ノボリコ（幼）
　２～５月に10cm位のシラスウナギ（ノヽリウナギ）が群をして小川を湖って来るのに，何処で産
卵するか，その生活史が充分に判っていない．欧米のウナギは深海で産卵し，　Ｌｅｐtｏｃｅｐｈａｌｕｓとよ
ばれる柳の葉のような形のものが変態して親になることが知られているしづ，日本でも秋に生殖器の
熟したものが海岸でとれることから，どこか深海で産卵するであろうと想像されている．．これの仔
魚は昭和９年５月に九州五島と奄美大島の間で１尾だけ採集されていたが，昭和32年６月に硫黄島
付近で松井魁博士によっても採集された．これらの事実から同博士は日本のウナギの産卵場は沖縄
の東南海域であって，10月頃川を下って，２～４月頃にそこに達し, 900万粒位の卵を産む.‘そし
て水温とか塩分の濃度からみて，どうも海底ではなくて, 4,000m以上の深海の表層から300～500m
の処であろうと述べている．
　ウナギの多いのは港湾や河川の底が泥質の所であって，昼は泥の中や，石の間等に潜伏してい
て，夜になると出て食物を探すのである．雌雄については欧米のウナギは雄は川には極めて少ない
ようであるか，日本のウナギは雌雄共に川の上流にも潮る，大きさは雄は大体50cmｲ立て60cm以上
のものは雌と考えてよい．雌は130cmにも達したものが採集せられている．
　分布：北海道（太平洋岸），秋田～南日本，朝鮮，満州，台湾，南支那海
　これに近いオオウナギ（アカウナギ）（Ａ題記ilia maｒｉｎｏｒａはＱＵＯＹ＆ＧＡＩＭＡＲＤ））は２ｍに
も達するもので，高知県でも非常に稀に川の下流の淵で漁獲せられる.　これは脊椎骨の数が99～
107個で，ウナギの111～119個と異っていて明らかに別種である．産地も普通のウナギは日本近海
の温帯性のものであるのに，これ,は熱帯性のもので，遠くアフリカ，濠州，ポリネシアに分布し，
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日本では南部地方だけに棲んでいる／オオウナギの産卵場は印度洋のメンタワイ海溝であることが
最近知られたようである．
　和歌山県西牟婁郡富田川，徳島県海部郡母川，長崎県野崎町水ノ浦などの棲息地は分布の北限地
として天然記念物に指定せられてい志．また静岡県伊東市の浄ノ池は温泉の影響もあって水が温か
いためレドクギョ，ユゴイ，シマイサギ，コトヒキなどの熱帯性魚と共に棲んでいて，古くから天
然記念物として有名である．　　　　　　　　　　＼　　　　　．・
　　　　　　　　　　　　　　　　　Muraenesocidae (ハモ科）7
3.Ｍｕｒａｅｎｅｓｏエｃｉｎｅｒｅｕｓ（ＦＯＲsＫＡＬ）（ハモ）　　ハム
　２ｍにも達するもので，平常は20～50mの深さの砂泥底や,）岩礁の間に棲み,5,6月に産卵す
る．孵化した仔魚はウナギのように変態して親になる.30 cm 位の幼魚時代には国府川や，下田川
の下流の泥底の処でも見られる．浦戸湾内では巣山づ西南方でかなり大きいものが延縄で漁獲せら
れるし, 10,･11月の候には夜分投網でもよくとれる.∇‥　　－
　分布：茨城県～朝鮮，アフリカ，濠州，ポリネシア　　パ’｀’‘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mugilidae (ボラ科）＼
４．Ｍ叫Ｍ　ｃｅｐｈａｌｕｓLiNNE(ボラ）　　　　　ヶ　　．
　外洋性魚で, 80 cmにも達するが，未成魚期以前めものはよく川を潮り，淡水にも棲む．高知市
付近では６Ｃｍ以下をイキナゴ，6～lOcmをコボラ, 20cn!位をイナ, 30cm以上のものをボラ，オ
オボラと呼ぶ. 4, 50cm以上のものは外洋に出るので浦戸湾内には稀である．表層魚で水面上によ
く跳ぶ．胃は厚い筋肉質から成り，算盤玉のようであるン産卵期は秋冬の候で，この時期に美味で
あり，卵巣をカラスミに製する．この魚はウナギと食物がちがうので，よく一所に養殖して，成績
をあげている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ
　分布：全世界の暖海に棲み，北は北海道，朝鮮に及ぶよ　ー，
　これに近いものにメナダ{Liza ｈａｅｎｉａtｏｃｈｅｉｌａ(Temminck& Schlegel))がある．高知
県ではスクチと呼び，ボラよりはずっと少ない．そしてボジは泥底の処に多いのにメナダは砂底を
好む．ボラと共に淡水でも養殖されるか，メナダは肛然には淡水には入らないようである．眼に脂
瞼がない．平素は近海に散在していて, 8, 9月頃から所吹内湾:叫はいり，四国方面では１～３月に
熟卵をもつが，東京湾での産卵期は10月頃である．ボラよりも北方に多く，北海道では相当に多く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’Ｓｆ　Ｆ　ｉ　　　　ｌて，ボラは少ない．秋冬の候に美味である．卵巣の熟じたものをボラと同じくカラスミに製するこ
とが出来る．北海道から南日本，朝鮮，南支那海に分布する．　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ　・　　●　　ｆ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Carangidae (アジ科）
5. Carα7ix seが'asciatus QUOY & Gaim八ＲＤ（ナガエバにギンガメアジ）　　エバ
　55cm位の沿岸魚で,4,5月に産卵する．浦戸湾内にいるのは20 cmｲ立までのもので，平常はあ
まり大きい群をしないが，汐入の池ではかなり大群をしてい右ことがあり，元来熱帯性のものであ
るから，冬凍死することもある．川口を潮るのは4 , 5 cmの幼魚が多い．肉はよくしまり，美味で
ある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丿
　分布：本州中部～アフリカ，濠州，ポリネシア，大西洋．　＼
　これに近いものにマルエバ（ロオニンアジ）（Ｃａｒ ａｎエ･ighobiliｓ（ＦＯＲsＫＡＬ））がある．体高が
高いので円味を帯びている．習性,分布等はすべてナガエバ.と同様であって，一般には区別しない．
　　　　　　　　　　　　高知県の淡水魚類について　　　（蒲原）　　　　　　　　１７
　　　　　　　　　　　　　　　　Leiognathidae (ヒイラギ科）○　∧　　　　　　　　　ヅ’●
６トfd昭臨話us equultis(FoRSKAl) (ヒイ’ラギ）　　ニロギ　　　‥‥‥‥｀　尚
　1長ｍに廬で成長するが，川口付近によせて来るのは2 , 3 cmの幼魚が多い.1年中内湾に多くて，
６月頃海岸め海藻区域で産卵する．上顎前骨と額骨を摩擦して音をたてること湘出来るし，食道部
に発光バクテリアが共棲していて，休全体が光ることが知られている．酢の中に数時間も浸すと骨
も柔くなっていっしょに食べられる．
　分布：茨城，島根～釜山，アフリカ，濠州，ポリネシア　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
＜･．’･　，ﾌﾟ･　..　　　　･／　　　　　Serranidae (-"ヽ夕科）．
１∠Ｌ叫ｅｏｌａｂｒａエja夕ｏｎｉｃｕｓ（ＣＵＶＩＥＲ＆ＶＡＬＥＮＣＩＥＮＮＥＳ）（スズキ）
　海岸付近に棲むもめで，１ｍ位の成魚も淡水区域にまで侵入し，フナ等を食物とするし，幼魚の
セエゴ時代にも群をして淡水の小川で見られる，秋冬の候淡鹸両水のまじる河□で産卵するといわ
れている．生後３，４年で60cmとなって成熟する．夏特に美味で，洗い，塩焼等にする．
　分布：北海道，釜山～中国，フィリピン
　これに近いアカメ（Ｐｓａｎｖｎｉｏかｅｒｅ ａ ･ｗａｉｇｉｅｎｓｉｓ（ＣＵＶＩＥＲ＆ＶＡＬＥＮＣＩＥＮＮＥＳ））は吻が小さく
て尖っている．スズキのよ‘うに川を湖るもので，２ｍに達するものがある．上等魚に属する．高知
から印度，濠州に分布する．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lutianidae (タルミ科）
８．Ｌｕtｉａｎｕｓｆｔ紅斑Ｒａｎｖｍａ　（ＦＯＲＳＫＡＬ）（モンツキ，クロホシフェダ｀ｲ）
　外洋では40cmに達するか，浦戸湾内のものは14, 5 cmまでのものが多い．
を淵る．産卵期は６，７月の候である．
　分布：東京～組鮮，アフリカ，濠州，ポリネシア
　モンツキ
幼魚時代には多少川
　　　　　　　　　　　　　　　　Theraponidae (シマイサギ科）
９，Ｔｈｅｒａｐｏｎｏ工ｙｒhｙｎｃｈｕｓＴＥＭＭＩＮＣＫ＆ＳＣＨＬＥＧＥＬ（シマイサギ）　　スミヒキ，トオトオ
　30cmに達するもので，沿岸に多く，初夏に産卵する. 15cm位までの幼魚は好んで内湾で生活す
るし，よく川を淵るが，成長するにつれて外海に去る．浦戸湾内では９月中旬頃には11～13 cm に
成長する．孕門以北に進回ものはこうした幼魚のみである．標を共鳴器としてトオトオと発音する
ので，湾内の漁夫はトオトオとよぶことがある．肉はよくしまり，相当美味である．
　分布：北海道，釜山～印度，メラネシア
　これに近いコトヒキベＴｈｅ穴吟ｏｎ jaｒbｕａ（ＦＯＲＳＫＡＬ））はヤガタイサギともよばれ，体側の３
条の黒褐色の縦帯が腹の方へ弓形に曲っている．本州中部，釜山からアフリカ，濠州，ポリネシア
に分布する．近海魚で河口付近に多く，稚魚期には多少川を湖る，これも発音することが出来るの
で高知でコトヒ牛の名が付けられたものである．シマイサギ亡くらべてずっと少ないもので，夏産
卵し，相当美味である. 30cmに達する．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・Sparidae (タイ科）　　.･
10. ＭｙｌｉｏｍａｃｒｏｃゆJialｕｓ（ＢＡsＩＬＥｗsＫＹ）（クロダイ）　　クロ，クロチヌ，チヌ，オオグロ
　45 cmに達するもので，常に5～50mの深さの砂泥底に棲み，尾鰭で海底を掘り，小勁物を貪食
する．４～６月に産卵し，幼魚は川ロイ寸近で育ち，満３年で成熟する．夏美味であって，刺身，洗
い，塩焼等とし，特に関西や九州で賞味する．
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　分布：北海道，朝鮮～台湾，中国　　　　　　　　≒
　これに近いキチヌ（八ｉｙlio latｉふＳ（ＨｏＵＴＩヽＵＹＮ））は北海道から印度，濠州，メラネシアに分布
する．クロダイに非常によく似ているが，この魚は腹鰭，脊鰭及び尾鰭の下葉が黄色である．高知
市付近ではチス，ヒレアカ，ホンチヌと呼ばれる．南日本には多べて，美味である.30 cm に達す
る．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Siganidae (アイゴ科）
11.Ｓｉｅａｎｕｓ血ｓｃｅｓｃｅｎｓ（ＨＯＵＴＴＵＹＮ）（アイゴ）ヘレアエ　　　　　　　　　　。i
j
　30 cm 位に達するもので,3,4月頃に産卵する．沿岸の浅所に棲み,･体色や斑紋を随時に変化す
ることが出来る．草食性のもので，海藻を主食物とする．浦戸湾では秋に12, 3 cmの幼魚が群をし
て湾内の海藻（サイ）の多い場所に集っている．磯臭いか肉が.しまっていて，夏美味である．塩
焼，煮付にする．鰭の輯に刺されると甚しく痛むので取扱いに注意を要する．
　分布：茨城，石川～アフリカ，濠州，ポリネシア
　　　　　　　　　　　　　　　Tetraodontidae (マフグ’科）･
12.Ｆｕｇｕｎｉｐｈｏｂｌｅｓ（ＪＯＲＤＡＮ＆ＳＮＹＤＥＲ）（ｸ｀サフグ）　フクットオ
　体の背面及び腹面に小粒を密生し，輪廓の明瞭な円い小白斑が散在している. 16cm位の小魚で，
年中浦戸湾内の海藻区域に多く，幼魚は多少川を淵る／食用とはしない．
　分布：青森～南日本，沖縄，朝鮮　　　　　　　　　　ソ　ト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gobiidae （ハゼ科）
1^. ＬｅｕｃｏｐｓａｒｉｏｎかｅtｅｒｓｉＨＩＬＧＥＮＤＯＲＦ（シロウオ）
　９ｃｍ位の小魚で３，４月頃産卵のため河ロによせて来て，多少上流にも湖り，砂啼の下面に産卵
する．高知市内でシロウオといって売っているのはアユの幼魚であることが多い．
　分布：青森～鹿児島，朝鮮
Ｕ，Gobiｕｓ　ｐｆｌａｕｍｉＢＬＥＥＫＥＲ（スジハゼ）　　コTﾘ,▽ハゼ‥‥‥
　９ｃｍ位の小魚で，河口付近の半鹸水域に棲んでいる．雄の脊鰭韓は雌に較べて長く延びてい’る．
　分布：青森～南日本，朝鮮，印度　　　　　　　ノ犬
15. Gobius abei (JORDAN & Snyder) (アベハゼ）一一j，･
　６ｃｍｲ立のもので，河［|付近の半鹸水域に棲む．　　　　　　「
　分布：和歌山，富山～南支那海.
16. T.石ｄｅｎtｉａｅｒtｒｉｇｏｎｏｃｅｐｈａｌｕｓ（ＧＩＬＯ（ジマパゼ）･　　シゴリ，ハゼ
　10 cm の小魚で，河口付近の半鹸水域に主に棲息し，時には海に出ることもあるが，チチブのよ
うに純淡水域にまで湖上することは稀である．雄の第１脊鰭鯨は何れも雌のものより長い．
　分布：岩手，山形～南日本，朝鮮，中国　　　　　　　゜．　卜
　以上の外にコチ，マエソ，ダツ，ホオボオ等も鏡川の下流で漁獲したことがあるので随分沢山の
種類が川の下流までは潮るものである．特に昭和21年12月の南海大地震で高知市付近は沈下して，
塩水の影響が大となったので多くなったものと考えら‘れるご　・
(昭和36年６月14日受理)
